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自

次

本開発議日誇請議議認開議出出欠

2 霊祭寝 言霊室 事霊席席席
会 失のの願瀬八八一 務説

議 空配追 十十号 白書明議議
ハ ニー乃域

付会号付加害警号号至議種鼻員
し 認:
た ; : ー定
事 : ・ ー第
件 :. : :七

号:

八八八五三一一二二一一一一一一一

場日

時所

出

員員

九九

一
、
昭
和

四
十
八
年
十
一
一
月

7
V

一、

館
山
市
役
所
議
場

一

、

出

席

議

員

二

十

八

名

一

番

吉

田

勇
治
郎

番

源

次

郎

番

好

雄

番#併

五三七二九四九六五七

番号寄容番番番?を呑

渡近流辻藤伊島辻菊鈴事安秋山

(
月
曜
日
)
午
前
十
時

藤山辺

E沼

実夫

二

九

番

て

欠

席
議
員

一

一

番

一
、
出
席
説
明
田内

第
一
号
に
同
じ

一
、
出
席
事
務
局
勝
負

第
一
号
に
同
じ

一
、
訴
事
月
実
(
第
五
号
〉

昭
和
四
十
八
毎
十
二
月
十
七
日
午
前
十
時
開
設

回回

益

朗治

井賀

多

山

設
問
附

茂
柑
仰山

市

或
敏

博
徳

順
照

正

六
三
郎

一一一

月沢井木野本

名

呉

六 回ニ八。五八。六回二八。
番番番番番番番番番番番番番番

鈴林石栗安和五
十
嵐辺

渡君田飯西遠回

豊

井原木

敏雄稔

田

家武
治

郎弁郎

村塚西

益喜源
治
郎

真

次
義

男

-1ー

田村

男

中

禄

民E

山

ヨ
ネ
子



日
再
開
第

日
程
ぃ
第
二

日
程
第
三

白
樫
第
四

日
程
第
五

認

定

第

朝、
-
定

第

認

定

第

三

号

認

定

第

四

号

認

定

第

五

号

認

定

第

六

号

認

定

第

七

号

議
笑
第
八
十
一
号

議
案
第
八
十
二
号 事寺

伊
和
閉
十
七
住
度
館
山
市
一
般
会
計
歳
入

検
出
決
村
山
町
の
認
定

K
つ
い
て

開
和
四
一十
七
年
度
館
山
市
悶
民
健
康
保
険

特
別
会
科
告
は
入
提
出
決
竹
の
認
侍
従
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
簡
易
水
道
官
一
一
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
タ
の
認
停
役
つ
い
て

開
和
四
十
七
年
肢
然
山
市
と
苔
相
場
特
別
会

計
検
，入
歳
出
決
竹
一
の
認
斧

K
つ
い
て

昭
和
四
十
七
伝
度
館
山
市
休
扶
施
設
特
別

会
計
脊
入
歳
出
決
繁
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
度
伊
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
計
検
入
帯
出
決
須
の
認
定
に
つ

-号

い
て
昭
和
四
十
七
年
暖
倣
山
市
学
章
一
災
害
共
済

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
炉
の
認
定

K

つ
い
て

館
山
市
額
定
資
売
評
価
審
賓
委
員
会
葬
員

の
選
任
に
つ
い
て

昭
和
問
十
八
伊
一
度
k
h
f
け
る
期
末
手
当
の

割
合
等
の
特
例
に
関
ナ
る
条
例
の
制
定

K

つ
い
て

年
始
》
よ
ぴ
祝
日
配
達
廃
止

K
関
す
る
諸
問
願
書

日
常
生
活
必
需
品
の
確
保
の
請
願
筈

~i 

議

午
前
十
時
四
十
五
分
開
議

O
談
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
自
の
出
席
議
員
数
二
十
八
名
、

四
岡
市
託
会
{
定
例
会
第
五
日
の
会
議
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

議

と
れ
よ
り
第

設

上

桂

の

O
器
畏
〈
士
ロ
回
勇
治
郎
君
)
日
穏
第
一
、
認
定
第
一
号
乃
至
第
七
回
号
昭
和
四

十
七
年
度
一
句
会
計
並
び

κ特
別
会
計
決
芋
を
一
括
し
て
話
題
と
い
た
し
ま

す。
認
定
第
一
易

認
定
第
二
号

摂
{
一
止
第
三
号

認
定
第
四
号

認
定
第
五
号

認
定
第
六
号

認
定
第
七
号

昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
一
紋
会
計
投
入
歳
出
決
算
の
認

{?
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
修
一
館
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
岳
山
入

衆
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

竹
の
認
定

K
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
度
泊
山
市
休
恭
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
竹
の
認
定
陀
つ
い
て

昭
和

四
十
七
住

度
然
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
度
他
山
市
学
童
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

得
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

-2ー

決

算

審

査

特

別

装

員

会

一

要

企

長

報

告

O
議
長
(
土
日
間
勇
治
郎
君
)
本
決
算
は
共

K
、
去
る
十
二
月
十
一
日

K
特
別

雰
-
員
会
を
設
晋
し
、
付
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ト



内

力日

と
れ
よ
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
陀
が
け
る
審
査
の
終
海
援
び

K
結
果
に
つ
き
零
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
飯
田
義
男
君
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
二
六
番
議
員
飯
田
義
男
君
登
痩
)

0
二
六
呑
〈
飯
田
義
男
君
)
決
傍
審
査
特
別
委
員
会
K
が
き
を
す
客
煮
の

経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
ど
報
告
・
申
し
上
げ
主
す
。

去
る
十
一
日
開
会
の
本
会
誌
に
か
き
ま
し
て
、
本
参
、
田
照
会
陀
付
託
さ
れ
ま

し
た
認
定
第
一
号
乃
至
第
七
号
昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
一
般
会
計
並
び

K

特
別
会
計
決
算
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
十
二
日
、
十
三
日
の
両
日

K
わ
た
っ

て
奏
曲
員
会
を
招
集
し
、
各
会
計
陀
か
け
る
決
算
を
慎
重

K
審
賓
を
行
宏
い
ま

し
た
。 よ

っ
て
、

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
〈
、
本
決
算
に
か
け
る
計
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

監
査
零
員
の
決
算
零
脊
一
意
見
書

K
よ
り
ま
し
て
正
拷
で
あ
る
旨
認
め
ら
れ
て

h
v
b
ま
ず
し
、
予
笈
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
も
穆
々
指
摘
さ
れ
て
が
る
と
と

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
券
、
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
mu
骨
格
脊
に
あ
た

-P
ま
し
て
議
会
と
し
て
の
立
場
か
ら
予
筑
が
議
決
。
趣
号
に
そ
っ
て
、
効
率

的

K
執
行
さ
れ
て
が
る
か
ど
う
か
を
重
点
と
し
て
答
賓
・
を
行
な
い
空
し
た
。

審
査
過
穣
に
な
き
ま
し
て
は
、
本
会
詩
並
び

K
各
堀
内
需
背
負
入
信
で
論
帯
さ
れ
た

事
項
等

K
つ
い
て
も
、
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
、
あ
る
加
は
、
処
想
状
況

K
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
今
後
ω
行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
検
討
を
加
え
る
点

改
善
す
べ
き
点
等
を
指
摘
す
る
と
共

K
そ
の
善
処
方
を
要
望
い
た
し
た
次
筒

で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
下
、
質
疑
応
答
等
を
整
理
凶
た
し
ま
し
て
そ
の
概
要
を

ど
報
告
申
し
上
げ
党
ナ
。

ま
ず
、
一
般
会
計
歳
出
総
務
山
竹
中
、
国
道
筋
一
二
七
口
肯
抽
ポ
バ
イ
パ
ス
建
設

促
進

K
つ
き
ま
し
て
は
、
促
進
協
議
会
を
結
成
し
殺
め
ら
れ
て
か
り
空
す
か

+ 

-
之
が
完
成
は
当
市
発
展
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ま
す
の
で
、
早
期
建
設
K
つ

い
て
積
極
的

K
対
処
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
陀
衛
生
駒
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

+m
の
実
情
か
ら
た
び
た
び
論
議
さ
れ

て
い
る
問
題
で
あ
h
y
ま
す
が
、
本
委
員
会
k
b
き
ま
し
て
も
多
〈
の
質
疑
が

行
を
わ
れ
ま
し
た
。

ど
み
処
理

K
つ
き
ま
し
て
は
、
収
集
区
域
の
拡
大
、
生
活
態
様
の
変
化
等

K
よ
り
収
集
昏
の
増
高
を
み
て
な
る
と
と
は
周
知
の
と
な

b
で
あ
り
ま
し
て

同
十
七
年
度
に
な
い
て
も
一
万
五
千
ト
ン
が
収
集
処
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
半
分
近
〈
は
規
立
て
陀
よ
っ
て
処
期
さ
れ
て
な
る
現
状
陀
あ

b
ま
す
。
と

の
埋
立
は
正
木
処
理
刷
物
の
液
に
、
い

司
た
ん
投
奨一
し
、
一
月

K
一
回
ま
と
め

て
佐
野
、
長
田
の
環
立
地
に
明
性
ぶ
方
法
で
処
狸
さ
れ
て
・
去
り
ま
す
が
、
最
近

と
の
附
近
が
住
宅
地
化
さ
れ
て
古
川
い
っ
て
か

b
、
特

K
夏
季
世
一
寸
に
か
い
て
は

住
民
の
苦
情
も
出
て

な
る
の
で
、
と
。
処
理
方
法
に
つ
同
て
は
十
分
検
討
さ

れ
、
改
善
を
は
か
る
工
う
要
的
い
い
え
し
を
し
た
。
な
必
、
最
近
、
特
陀
資
源

確
保
が
問
題

K
念
っ
て
い
る
と
き
、
ご
み
の
再
利
用

K
つ
い
て
も
研
究
さ
れ

る
よ
う
要
額
い
た
し
立
し
た
。

次
に
、
し
尿
浄
化
捕
。
普
及

K
伴
山
山
、
維
持
管
理
は
環
境
衛
生
上
か
ら
も

き
わ
め
て
震
硬
変
問
府
で
あ
F

・p-時
仇
し
て
、
市

κが
い
て
も
三
人
の
技
術
者
を

も
っ
て
保
健
所
の
主
符
，の
も
と

K
指
導
し
て
b
h
y
、
今
年
度
も
七
十
件
程
度

の
指
導
に
あ
た
っ
て
な
る
と
の
と
と
で
あ
り
ま
す
が
、

ζ

れ
が
十
分
徹
底
し

左
い
荷
も
あ
る
の
で
さ
ら
に
指
導
の
強
化
を
は
か
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し

-Hー

fヒ
念
ι
折
、
浄
化
的
T

清
掃
業
許
可
申
誇

K
つ
い
て
先
般
行
わ
れ
た
清
掃
審
議
会

陀
問
問
さ
れ
た
業
者
は

そ
の
内
容
が
潟
確
で
あ
わ
y
許
可
す
べ
き
で
あ
る
と
の

答
申
も
山
り
て
か
る
件
児
っ
き
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し



た
と
と
ろ
、
新
年
度
か
ら
認
可
を
す
る
考
え
で
な
る
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

次

K
水
道
車
問
中、

作
名
ダ
ム

調
査
設
計
委
託
料
千
百
三
十
五
万
円
が
支
出

さ
れ
て
な
り
ま
す
が
、
と
の
准
一
捗
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と

ろ
、
四
十
七
住
度
に
か
い

て
水
源
調
査
と
ダ
ム

の
設
計
調
査
委
託
を
行
念
い

三
八
万
ト
ン

の
ダ
ム

が
可
能
で
あ
る
と
の
基
本
調
脊
結
果
を
得

て
な
り
主
す
。

四
十
八
年
度
事
業
の
包
標
と
し
て
は
、
調
査
設
計

K
泉
づ
〈
用
地
買
収
、
二

千
メ
ー
ト
ル

K
わ
た
る
搬
入
道
路
の
拡
憶
を
予
定
し
て
必
り
、
用
地
買
収
に

つ
い
て
は
、
ダ
ム
関
係
の
山
林
に
つ
い
て
反
当
実
測

で
七
十
五
万
円
、
〆
ム、

道
院
の
農
地
陀
つ
い
て
は
、
反
当
二
百
万
円
で
、
左
が
場
所
に

よ
っ
て
あ
る

釈
度
調
整
し

て
凶
〈
と
と

で
了
解
に
達
し
て
な
り
ま
し
て
、
境
界
査
定
、
実

地
測
管
一
に
か
か
っ
て
な
り
ま
す
。

グ
ム
の
木
工
主
-
K
つ
い
て
は
、
四
十
九
年
度
以
降
か
ら
二

カ
年
で
完
成
さ

せ
た
い
考
え
で
、
防
衛
庁
と
も
折
衝
を
い
た
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
・
ま
し

た。
本
雰
石
田
戸
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
士
m
K
か
き
ま
す
水
害
情
を
勘
実
の
上

早
期
完
成
を
強
〈
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次

K
農
業
料
中
、
農
業
近
代
化
資
金
の
別
府
状
況
に
つ
い
て
伺
い
主
し
た

と
と
ろ
、
四
十
五
年
度
、
四
十
八
件
九
百
三
十
九
万
三
千
円
、
何
十
六
年
度

三
十
四
件
三
千
八
百
八
十
六
万
円
、
四
十
七
年
度
二
十
四
件
平
八
百
六
十
万

円
の
刑
用
が
あ
り
、
そ
の
た
も
念
も
の
は
施
設
の
設
車
問
一
資
金
で
あ
ゐ
旨
の
税

明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
水
産
業
野
中
、
構
造
改
善
訊
-
業
、

サ
ザ

エ、

種
苗
放
流
事

業
補
助
金
等
、
各
種
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
が
り
ま
す
が
、
そ
の
投
資
効
果

に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
訴
諒
さ
れ

て
な
る
と
と
ろ
で
あ

b
を
し
て
、
漁
協

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
的
確
在
る
効
果
測
定
合
行
在
凶

、
科
学

ア
ワ
ピ
、

も

!日

的
左
根
拠
に
基
づ
い
た
行
政
指
導

K
よ
っ
て
焚
付
の
目
的
が
達
成
さ
れ
み
よ

う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
商
工
争
中
、
商
工
会
議
所
榊
功
金
二
百
万
円
の
内
容
陀
つ
い
て
説
明

を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
百
万
同
i

に
つ
い
て
は
、
小
規
模
山
部
業
育
成
の
た
め

の
榊
助
金
で
あ
り
受
し
て
、
済
万
円
は
中
小
企
山
町
一
の
育
成

Kι
忠
一
琴
、
在
役
割
を

果
た
し
て
な
る
務
士
会
設
所
の
泥
営
内
い
と
し
て
補
助
し
て
な
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

次
陀
土
木
和
中
、
市
常
住
宅
の
入
居
選
考
雰
員
会

K
つ
き
ま
し
て
は
、
四

十
七
年
唆

一
回
の
み
の
開
供
で
あ
り
ま
し
て
、
あ
き
宗
が
出
品
凡
場
合
、
あ
-る

咽
h.

度
ま
と
め
て
券
、目
貝
会
陀
か
け
て
b
h
y
入
居
希
殺
者
は
相
当
期
間
待
た
さ
れ

る
事
例
も
あ

b
ま
十
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
ぐ
肝
催
し
て
申
し
込
み
者
の
期

待
陀

と
た
え
ら
れ
る
よ
う
要
切
-
同
六
し
ま
し
た
。

次
た
消
防
れ
中
、
防
火
用
水
の
核
保
に
つ
い
て
は
先
日
の
全
員
協
議
会

K

か
き
ま
し
で
も
、
市
当
局
に
面
対
日
目
一
4

惑
を
提
出
い
た
し
た
と
と
ろ
で
あ
h
J
ま
す

が
、
そ
の
時
間
設
に
あ
た
司
て
は
地
元
寄
付
金
の
誇
減
と
合
わ
せ
て
全
市
的
念

立
場
か
ら
、
地
域
。
需
要
に
と
た
え
ら
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
歳
出
に
が
け
る
不
用
額
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
予
算
現
額
二

十

五
億
七
千
六
百
十
一
万
円
に
対
し
、
四
千
百
七
十
四
万
五
百
九
十
四
円
で
あ

り
会
し
て
、
そ
の
割
合
町
一

・
六
%
と
な
っ
て
・
な
り
ま
す
。

本
件

K
つ
き
ま
し
て
段
、
各
款

K
わ
た

b
質
疑
が
念
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

民
生
約
一、
土
木
科

、
教
育
併
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
個
々
の
内
容

を
検
討
し
て
み
会
す
と
、
節
約

K
よ
る
も
の
、
あ
る
い
は
入
札
残

K
よ
る
も

の
等
が
主
た
ゐ
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

い
ず
れ
も
事
業
執
行
犯
支
障
を
き
た

し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
4

仏
必
、
今
後
予
算
計
上

K
あ
た

b
空

し
て
は
的
稼
在
る
積
算
並
び
花
予
算
の
計
画
的
念
執
行

K
努
力
さ
れ
る
よ
う

-4-+ 
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要
州
引
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
歳
入
中
、
市
税
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
収
入
済
額
八
億
七
千
九

百
三
万
一
千
百
六
十
円
は
前
年
対
比
一
二
・
八
%
の
伸
び
、
そ
の
徴
収
潔
一
は

九
八
・
七
%
で
前
年
の
九
八
%
を
上
回
わ
る
結
果
を
示
し
た
と
と
に
つ
き
空

し
て
は
市
当
局
の
努
力
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
が
、
市
税
を
は
じ
め
使
用
料
等

K
収
入
来
説
明
額
、
不
納
欠
損
額
が
計
上

さ
れ
て
が
り
ま
す
の
で
、
個
々
の
実
態
を
十
分
調
骨
旬
、
把
握
さ
れ
、
負
担
の

公
平
K
遺
憾
念
き
を
期
せ
ら
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
な
き
ま
し
て
、
現
在
の
医
療
品
口
実
績
、

現
物
給
付

K
よ
る
乏
人
医
療
制
度
実
施
に
伴
う
医
療
が
へ
の
影
響

K
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
四
十
七
年
四
月
に
か
け
る
市
の
負
担
し
た
診

療
報
酬
は
三
千
三
百
二
十
四
万
が
四
十
八
年
、
同
月
で
は
四
千
四
百
閉
十
七

万
、
五
月
三
千
六
百
三
十
七
万
が
四
千
百
十
三
万
、
六
月
三
千
七
百
三
十
万

が
四
千
二
百
七
十
三
万
、
七
月
三
千
六
百
五
十
四
万
が
四
千
三
百
六
十
五
万

と
上
昇
し
て
な
り
ま
す
。

ま
た
老
人
医
療

K
つ
い
て
は
、
一
般
の
受
診
率
四
三
九
%
に
対
し
、
老
人

の
場
合
七
五
O
%
、
医
療
授

K
つ
い
て
も
一
人
平
均
二
万
一
千
四
宵
九
十
周

に
対
し
、
七
万
円
と
念
つ
て
な
り
、
特
K
本
市

K
-砕
い
て
は
所
得
制
限
を
左

く
し
て
な
ゐ
関
係
も
あ
4

て
、
医
療
列
。
増
高
に
大
き
左
影
郷
町
』
が
あ
ゐ
と
汚

え
て
い
ゐ
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
増
高
す
る
医
療
授
は
、
侠
険
割
引
の
値
上
げ
と
念
っ
て
市

民
負
担
を
増
大
し
、
一
般
会
計
を
も
圧
迫
す
る
と
と
は
必
至
で
あ
り
、
聞
の

財
政
措
置
拡
充

K
つ
い
て
強
力
校
運
動
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま

し
た
。次
に
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
か
き
ま
し
て
、
水
道
使
用
料
が
地
域
K

"--./ 

よ
司
て
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、
館
山
市
の
水
道
行
政
の
上
か
ら
も
統
一
す
る

と
と
が
努
ま
し
い
と
考
え
る
の
で
、
今
後
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
夢
い
た
し
ま

し
た
。次
に
と
畜
場
特
別
会
計
に
か
き
ま
し
て
、
と
と
数
年
来
と
殺
数
の
減
少
に

よ
り
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
余
儀
左
く
さ
れ
て
か
り
、
市

k
b
凶
て

も
新
年
許
一
使
用
制
の
改
定
を
検
討
さ
れ
て
が
る
と
の
と
と
で
あ
り
ま
す
が
、

施
設
の
近
代
化
と
合
わ
せ
て
健
全
な
運
営
に
一
段
。
努
力
を
要
望
い
た
し
ま

し
た
。
次
に
休
養
施
設
特
別
会
計
に
が
き
ま
し
て
、
鳩
山
荘
の
刑
期
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
弁
八
手
九
百
九
十
名
の
宿
泊
者
が
あ
り
、
そ
の
宿
泊
率
は
五

七
%
て
あ
り
・ま
し
た
。

ζ

れ
を
月
別
に
み
ゐ
と
七
月
、
八
月
の
夏
季
k

b
い

て
年
間
利
用
考
の
三
六
%
に
達
し
て
な

b
、
最
近
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
利

用
者
が
矯
加
し
て
い
る
と
の
と
と
で
あ
り
を
し
た
。

本
悉
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
K
伴
い
、
将
来
の
改
築

計
画

K
つ
一
円
て
も
十
分
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
来

」
抗
・
は
無
理
と
4
4
え
る
が
、
再
来
年
あ
一
た
り

K
は
検
討
し
た
い
旨
の
回
答
が
あ
-

り
ま
し
た
。

-5ー

以
上
、
本
参
員
会
に
な
き
ま
す
審
査
の
概
安
を
ど
報
告
申
し
上
げ
た
次
第
で

あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
陀
か
き
ま
す
決
竹
山
の
動
向
は
、
地
方
税
の
伸
び

悩
み
K
対
し
、
公
共
資
木
、
社
会
福
祉
の
整
備

K
よ
る
歳
出
の
激
増
は
、
都

市
財
政
の
中
央
依
在
を
高
め
、
財
政
構
造
は
逐
住
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る

現
況
に
あ
り
ま
十
。

と
の
よ
う
念
全
問
的
な
調
べ
，の
中
で
、
本
市

K
-が
き
L

官
仇
し
て
も
苦
し
い
財

政
事
情
陀
当
面
し
て
必
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
決
算
書
を
総
体
的
に
み

合
す
と
、
提
案
理
由
陀
も
述
べ
ら
れ
て
な
り
ま
す
よ
う

K
、
消
費
的
経
設
の



節
用
と
投
資
的
経
れ
の
効
率
的
運
用
陀

つ
と
め
、
財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し

つ
つ
、
予
算
議
決
の
趣
旨

K
そ
っ
て
、
b
hw
む
ね
そ
の
目
的
を
達
し
得
た

も

の
と
認
め
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
市
当
局
の
努
力

K
対
し
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
ど
ざ

い
ま
す。

今
後
、
市
当
局
に
が
か
れ
ま
し
て
は
、
激
動
す
る
経
済
の
変
化
を
注
視
し

つ
つ
、
さ
ら
に
経
科
の
節
械
と
財
源
の
穣
俣
陀
努
め
ら
れ
、
合
理
的
且
つ
創

造
的
念
予
算
執
行
に
よ
っ
て
市
民
福
枕
の
向
上
と
市
対

伸
展

K
い
っ
そ
う
の

努
力
を
傾
注
さ
れ
る
よ
う
特

K
嘆
望
い
・
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
本
雰
員
会
は
付
託
を
受
け
ま
し
た
認
定
第
一
号
乃
宅
第
七
号
昭
和

四
十
七
年
度
各
会
計
決
算
は
い
ず
れ
も
需
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
空
し
た
。

と
と
に
決
算
審
を
特
別
委
員
会
に
な
き
ま
す
審
査
の
筏
過
並
び

K
結
果

K

つ
い

て
ど
報
告
申
し
上
げ
た
次
第
で
ど
ぎ
凶
主
す
。

比
例
場
の
ど
賛
同
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
が
願
い
申
し
上
げ
て
報
告
を
終
り

ま
す
。

O
議
長

会
ロ
田
勇
治
郎
君
)

以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

本
報
告
に

つ
き
、
ど
質
疑
願
い
宅
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

|

御
一
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

討

論

O
議
長

(吉

田
勇
治
郎
君
)

と
れ
よ
り
討
論
を
行
宏
い
ま
す
。

0

一
O
番

(渡
辺
軍
治
郎
君
)

私
は
、
認
定
第

一
号
館
山
市

一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
反
対
す
る
討
論
を
行
左
い
ま
す
。

市
長
伏
、
決
算
に
関
す
る
説
明
。
中
で
教
育
、
産
業
、
綴
品
ん
の
三
本
の
柱

の
も
と
に
積
額
的
に
行
政
を
推
発
し
た
と
述
べ
て
が
り
を
寸
。
と
。
決
算
で

は
そ
の
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

F 
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百

ま
ず
第
一
死
、
教
育

η
問
曙

K
つ
い
て
で
寸
が
、
学
習
用
材
料
刊
八
河
十

三
万
一
千
伺
の
中
陀

ラ

ン
ド

セ
ル

の
譲
与
介
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
四
十
八

年
時
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル

の
持
、
与
を
や
め
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
理

由
づ
け
と
し
て
、
山{平山ぺ
'K
ロ
ッ
カ
ー
を
つ
〈

-P常
用
口
聞
の
持
ち
運
び
を
し
も
仙

い
と
凶
う
と
と
で

ラ
ン

ド
セ
ル

。
使
用
を
や
め
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
mu
譲
与
を
始
め
た
と
き
は
、
環
育
の
村
会
均
等
、
父
兄
負
担

。
軽
減
と
い
う
と
と
で
し
た
が
、
や
め
ゐ
に
つ
い
て
伐
と
の
教
育
方
針
が
間

違
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
。
一
片
の
反
省
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ド
セ
ル

の

待
用
を
や
め
た
と
と
で
父
兄
負
刷
の
辞
対
と
い
う
名
目
は
た
て
た
も
の
の
、

鋭
校
は
説
羽
だ
け
、
家
庭
ば
遊
ぶ
だ
け
と
い
う
教
育
方
針
は
、
遅
れ
た
子
供

と
准
一
ん
だ
子
供
の
格
さ
を
叫
明
大
す
る
と
凶
う
新
た
な
矛
盾
を
引
き
起

と
す
可

抽
出
吟
が
あ
り
、
教
脊
方
机
昨
勺
化
首
一厚
一
貫
し
左
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
、
と
。
ラ

ン
ド
セ
ル
翠
与
が
関
知
-w
比
一
な
っ
た
の
は
、
学
校
プ
ー

ル
由
暗
殺
の
反
強
制
的
左
割
り
当
て
零
付
。
と
と
か
ら
、
一

方
で
〈
れ
て
、

一

方
で
取
り
上
げ
る
と
い
う
父
兄
負
埼
の
松
村
減
と
は
全
〈
か
け
勝
れ
た
と
と
か

ら
起
と
っ
た
も
の
で
あ
り
交
す
。

学
校
建
設
担
平
八
有
二
十
二
万
四
千
円
は
、
鉛
形
、
北
条
小
、
四
中
の
プ

ー
ル
。
建
設

m
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
。
面
で
開
中
プ

ー
ル
の
寄
付
金
の
受

け
入
れ
が
ち
り
を
せ
ん
。
四
中
の
七
百
十
七
万
四
千
円
は
決
算
済
み
で
す
が
、

地
元
で
は
い
ま
だ
に
容
付
金
集
め
を
や
司
て
な
り
ま
す
。

目
的
財
源
を
容
付
金

K
求
め
ゐ
と
と
白
体
問
暫
で
あ
る
の

K
、
事
実
が
一か

す
よ
う
に
半
強
制
的
左
寄
付
陀
授
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
市
長
は
、
父
兄
負

担
の
軽
減
を
は
か
4

た
と
い
っ
て
い
る
が
、
父
兄
負
担
を
矯
大
さ
せ

て
い
る

の
が
現
状
で
み
う
り
空
す
。

次
に

、
産
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
農
業
の
援
興
授
は
予
算
よ

b
二
百
五
十

-6ー
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一
万
八
千
円
の
滅

K
念
司
て
が
り
ま
す
。
四
十
七
年
度
の
予
算
規
模
は
前
住

度
よ
り
一
千
百
万
円
減
少
し
て
い
る
の
に
引
き
続
き
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て

b
b
ま
す
。

水
産
援
奥
宍
は
予
算
よ

-P
二
百
九
十
五
万
四
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

内
容
的
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
左
〈
、
農
業
、
水
産
業
と
も
ほ
と
ん
ど
が
補

助
事
業
で
市
独
自
と
し
て
計
画
性
を
も
っ
て
積
稼
的
に
推
進
し
た
と
は
思
わ

れ
ま
ぜ
ん
。

特

κ、
観
光
に
つ
い
て
は
一
口

K
い
っ
て
何
も
や

っ
て
い
攻
い
の
一
一
時
比

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
ゃ

っ
た
の
は
、
市
長
の
判
明
に
あ
る
よ
う
に
鋼
労
キ

ャ
ラ
バ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
等

K
E
る
イ
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
匂
宣
伝
だ
け
で
す
。

市
長
は
、
北
条
の
海
水
浴
場
が
熊
山
市
の
繍
光
に
と
っ
て
宝
だ
と
い
う
考

え
は
持
っ
て
凶
ゐ
ょ
う
で
す
が
、
最
近
の
海
岸
や
海
水
の
よ
ど
れ
を
放
置
し

て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
認
識
は
浅
い
の
で
は
え
い
か
と
思
わ
れ
変
す
。

観
光
と
は
、
自
然
環
墳
を
破
壊
か
ら
守
、
夕
、
曲
賞
か
に
奮
い
て
る
と
と
が
牛
込
珂

で
あ
る
と
い
う
と
と
を
強
調
し
て
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
、
老
人
医
療
品
引
の
無
料
化
を
七
十
歳
M
M

上
に
拡
大

し
た
ζ

と
、
零
歳
児
の
医
療
賢
の
無
料
化
を
実
施
し
た
ζ
と
は
、
共
産
党
の

政
貨
か
ら
見
れ
ば
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
積
r
me
性
を
評
倒
し
た
凶

と
思
い
ま
す
。

な
が
、
一
月
か
ら
老
人
医
療
殺
の
三
分
の
こ
を
同
が
負
担
す
る
よ
う
陀
念

っ
た
の
で
、
市
授
負
担
分
。
減
少
か
ら
対
象
年
令
を
六
十
五
歳
以
上

K
拡
大

す
る
可
能
性
も
聞
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
英
断
を
求
め
ま
す
。

次

K
、
徴
税
目
と
し
て
納
税
組
合

K
奨
励
金
合
計
千
三
百
五
十
八
万
二
千

五
百
六
十
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
法
第
二
再
開
十
三
条
の
規

定
は
、
公
金
の
徴
収
を
私
人
に
取
・
9
扱
わ
せ
で
は
な
ら
な
い
と
禁
じ
て
か
り

斗

ま
す
。
公
金
の
徴
収
に
奨
励
金
を
出
し
て
取

D
扱
わ
せ
る
と
と
が
法

K
違
反

す
る
の
で
廃
止
す
る
よ
う
主
張
し
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
長
陀
対
す
る
行
政
委
託
料
と
し
て
三
百
七
十
九
万
千
二
百

五
十
問
の
支
出
を
し
て

か了
H

J

L

ごみ
に
か
、
可
内
会
は
自
主
的
、
民
主
的
組
識
で

あ
る
の

K
、
と
れ
を
行
放
の
下
請
機
関
化
す
と
と
は
民
主
主
義
の
原
則
に
反

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
市
の
寄
付
金
集
め
の
道
具

K
さ
れ
て
い
る

現
状
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
議
長
、
市
長
女
際
貨
は
合
計
七
十
日
万
の
減
少
と
い
う
よ
い
傾
向

を
示
し
て
ふ
主
す
が
、
食
粉
作
二
百
万
の
う
ち
半
分
は
会
議
用
食
糧
れ
で
あ

り
ま
す
。
特
花
、
議
会
食
栂
円
一二
十
二
万
四
千
七
百
六
十
円
は
全
廃
す
べ
き

で
、
弁
当
代
は
各
自
自
弁
す
る
よ
う
主
張
し
ま
す
。

企
業
誘
致
奨
励
金
二
百
聞
万
六
千
四
の
支
出
は
、
総
務
委
員
会
で
誘
致
条

例
の
廃
止
を
決
定
し
た
あ
と
で
申
告
さ
れ
た
も
の
で
、
経
過
規
定
で
認
め
た

と
は
い
え
不
明
朗
念
支
出
と
し

γ
苛
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
、
県
の
負
担
金

K
つ
い
て
は
土
木
関
係
で
二
千
四
百
万
円
、
漁
港
関
係

で
千
珂
百
万
円
、
問
、
県
の
安
佐
官
一
叶
務
。
補
助
対
象
事
業
の
超
過
負
担
も
三

千
八
百
万
問
、
合
計
七
千
六
百
万
円
と
地
方
財
政
を
圧
迫
す
る
も
の

K
な
っ

て
が
h
y
ま
ナ
。
特
花
、
物
怖
の
高
勝
年
々
増
大
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る

た
め
に
と
れ
ら
の
負
相
一念
。
解
消
を
強
〈
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

を
な
、
問
題

K
念
4

て
い
る
三
芳
企
業
団
の
負
担
金
四
千
十
八
万
円
の
支

出
に
つ
い
て
は
受
拾
の
限
度
に
基
づ
い
て
合
理
的

K
負
担
率
を
改
定
す
る
よ

う
主
張
し
ま
す
。

』

次
に
、
歳
入
。
十
m
k
つ
い
て
で
ナ
が
、
市
税
収
入
で
予
算
を
一
千
八
百
万

四
超
過
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
個
人
市
民
税
で
一
千
百
八
十
二
万
九
千
円

の
散
と
念
っ
て
い
ま
寸
が
、
所
得
税
陀
比
較
し
て
住
民
税
が
高
過
を
る
と
い
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う
市
民
の
↑不
満
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

ハ
て
、
住
民
税
の
諸
控
除
を
所
得
税

左
み
陀
ナ
ゐ
ょ
う
主
柊
し
ま
す
。

次
は
、
河
時
-
舗
装
の
寄
付
金
で
す
が
、
予
管
一
千
四
百
万
円
に
対
し
て
千

六
百
二
十
折
戸
と
、
二
百
二
十
万
同
の
取
り
過
ぎ
に
も
叫
っ
て
か
り
ま
す
。
市

遣
の
舗
装
代
管
理
者
で
あ
る
市
が
負
担
十
べ
き
行
政
経
科
で
あ
っ
て
、
と
れ

を
住
民
の
寄
刊

K
求
め
る
と
と
は
地
方
財
政
法
第
二
十
七
条
の
四
項

K
違
反

し
て
い
ま
す
け
す
な
わ
ち
法
律
で
は
「
行
政
健
常
い
を
住
民
に
対
し
、
青
楼
で

あ
る
と
問
按
じ
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
負
担
を
転
稼
し
て
は
も
は
ら
念
い
」

と
規
定
し
て
-t
り
ま
す
。

し
か
も
、
常
付
の
徴
収
方
法
は
、
ほ
と
ん
ど
が
町
内
会
を
通
じ
て
半
強
制

的
な
削
・
9
当
℃
寄
付

K
念
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
ば
地
方
財
政
法
第
四
条
の
五

項
に
違
反
し
に
b
り
ま
す
。

市
長
は
、
任
意
の
袋
町
付
は
受
け
る
が
、
半
強
制
的
左
寄
付
は
や
ら
念
い
と

議
会
で
答
え
℃
が
り
ま
す
が
、
行
政
指
導
は
全
然
行
な
内
て
な
り
ま
せ
ん
。

と
と
に
、
市
長
の
反
市
民
的
、
反
動
的
左
側
一
聞
が
よ
〈
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
行
政
経
科
を
寄
付
金
に
求
め
、
予
管
化
す
と
と
は
違
法
で
あ
り

ま
す
の
で
、
や
め
る
よ
う
強
〈
要
求
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
十

一
項
目

K
わ
た
っ
て
矛
盾
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
特
花
、
法
律

に
違
反
す
る
も
の
、
民
主
主
拳
w
h

反
す
る
行
政
に
つ
い
て
反
省
を
求
め
、
昭

和
四
十
七
住
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
僚
の
認
定

K
反
対
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
次

K
、
認
定
第
二
号
昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
提
出
決
算
の
認
定

K
反
対
の
討
論
を
行
念
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
は
、
悶
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
が
三
五
%
見
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
六
月
の
修
正
で
二
七
・
九
%
に
な
り
ま
し
た
。
四
十
七
年
度
決
算
で

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

ip
入
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
定
額
が
六
月
の
修
正
売

六
百
四
万
七
千
肉
超
過
し
て
一
億
七
千
九
百
七
十
三
万
三
千
円
と
左
り
、
保

険
料
は
六
月
修
正
よ

b
三
%
の
増
と
左
司
て
か

b
J
Z
す
。
枚
三
一
%
の
値
上

げ
げ
一
方
り
空
し
た
。
年

h

、
医
療
給
付
が
増
大
す
る
と
は
い
え
、
保
険
税
は

市
民
生
活
の
中
で
大
き
左
負
担
陀
校
つ
て
な
り
ま
す
。

そ
と
で
、
保
険
税
を
軽
減
す
る
た
め
陀
は
、
闘
の
支
出
金
の
負
担
率
を
引

き
上
げ
、
四
百
万
も
あ
る
事
務
開
刊
の
超
過
負
担
一
を
念
〈
仁
、
課
税

K
あ
た
っ

て
は
最
高
制
限
を
撤
廃
し
、
所
得

K
応
じ
た
高
度
累
進
裂
の
課
税

K
改
め
る

と
と
も

K
、
医
療
科
の
阿
O
%
を
占
め
る
と
い
う
薬
剤
授
の
比
重
を
低
く
す

る
た
め
に

、
薬
剤
メ
ー
カ
ー
の
高
い

利
潤
を
低
〈
規
制
す
る
措
置
が
取
ら
れ

る
よ
う
主
持
し
て
、

昭
和
四
十
七
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
K
反
対
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

O

六
務

(
栗
原
一
雄
君
)
認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七
号
に
つ
き
ま
し
て
は

私
は
賛
成
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
当
初
予
算

k

b
け
る
予
算
効
果
を
十
介
考
慮
し
、
そ
の

後
の
館
山
市
の
実
情
に
合
わ
せ
た
補
正
を
重
ね
、
当
市
の
財
源
に
適
応
さ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
h
f
h
F

む
ね
財
政
的
措
置
は
遼
切
で
あ
る
。
と
の

よ
う
に
考
え
ま
し
て
脅
成
い
た
し
ま
す
。
以
上
。

O
九
番

(

辻

田

実

君

)

私

も
一
応
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
了
承
を
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
二
、
三
意

見
を
付
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
同
氏
、
四
十
七
年
度
の
一
般
会
計
の
収
入
に
対
し
ま
し
て
、
従
来

で
あ
れ
ば
当
初
予
算
そ
し
て
補
正
予
針
'
K
つ
い
て
一
定
の
定
率
を
も
っ
て
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
わ
け
で
す
。

地
方
自
治
体
に
な
き
ま
す
と
と
ろ
の
予
算
と
凶
う
の
は
、
当
初
予
算
と
い
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百

う
の
は
か
な
り
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
も
っ
て
、
一

O
O
%
組
む
と
い
う
と

と
で
は
念
ぐ
て
、
あ
る
程
度
の
余
裕
を
も
っ
て
組
ん
で
い
〈
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
決
算
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
収
入
財
源
に
が
い
て

ほ
と
ん
ど
調
定
の
中
で
も
っ
て
予
算
額
を
下
回
わ
っ
て
調
定
し
て
加
る
。
そ

の
額
が
か
念
h
y
従
来
ま
た
他
市
町
村
k
b
き
ま
す
と
と
ろ
の
収
入
等
見
る
と

特

K
四
十
七
年
度
の
収
入
に
つ
い
て
は
後
退
ぎ
み
の
支
出
で
あ
っ
た
と
加
う

面
が
う
か
が
わ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

特
に
、
収
入
米
済
額
が
さ
ら
に
そ
の
上
に
従
来
に
も
矯
し
て
出
て
が
み
。

収
入
全
体
的

K
あ
る
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
か
念

-P
予
算
の
編
成

上
、
ま
た
執
行
に
る
た
っ
て
無
理
が
出
て
き
て
会
る
の
じ
ゃ
乏
い
か
。
と
の

点
陀
つ
い
て
は
か
左
h
y
留
意
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
念
い
点
じ
ゃ
左
い

か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
か
ら
見
て
い
っ
て
、
支
出
全
体
に
つ
い
て
も
や
は
り
そ
う
し

た
面
が
か
な
り
出
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
念
い
か
。
補
正
で
も
っ
て
組
ん
で
い

る
中
の
か
走
り
の
事
業
、
そ
う
い
う
も
の
が
十
分
に
効
果
的
に
や
ら
れ
た
か

と
い
う
面

K
つ
い
て
は
惹
干
の
問
題
点
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

て
こ
を
あ
げ
ま
す
る
と
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
道
路
舗
装
等

K
つ
い
て

は
予
算
編
成
上
を
た
予
算
財
源
の
問
題
も
あ
る
と
思
凶
ま
す
け
れ
ど
も
、
と

れ
は
市
長
の
道
路
舗
装
計
一
m
k
は
最
重
点
施
策
と
い
う
と
と
で
も
っ
て
、
と

と
四
年
計
磁
で
す
か
と
い
う
と
と
で
設
け
ら
れ
た
一
つ
の
目
玉
商
品
で
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
れ

K
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
事
業
と
い
う
も
の
が
後
半
陀
持

ち
越
さ
れ
て
い
っ
て
な
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
は
間
開
発
公
社

か
ら
の
借
入
金
、
そ
の
他
等
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
う
い
う
問
題

K
つ

い
て
は
や
は
り
年
度
始
め
か
ら
、
む
し
ろ
年
度
前
半
犯
行
な
司
て
い
〈
と
い

う
形
の
中
で
や
4

て
い
か
れ
る
の
が
好
ま
し
凶
と
い
う
状
況
等
も
見
受
け
ら

‘ . 

れ
ま
す
。

そ
の
抽
閣
の
事
業
関
係
に
つ
い
て
、
そ
う
い
う
傾
向
が
か
な
り
あ
っ
た
わ
け

で
も
っ
て
、
そ
う
い
う
面

K
つ
同
て
は
か
な
り
の
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

念
い
点
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
国
民
健
康
俣
険
会
計
陀
む
い
て
や
は

b
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
金
、
と
れ
は
予
算
編
成
の
と
き
に
で
き
る
だ
け
一
般
会
計
の
繰
り
入

れ
金
は
伝
家
の
宝
刀
、
最
後
の
切
り
札
と
し
て
逐
次
繰

b
入
れ
る
よ
う
に
と

い
う
要
望
を
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
実
際
と
の
決
算
を
見
て
ま
い
h
J

ま
す
と
、
徳
一h
y
入
れ
金
を
か
念
・
9
軸
に
し
左
が
ら
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
非

常
に
少
乏
い
か
ら
軸
と
い
う
と
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
と
れ
は
完
全
陀
支
出

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
若
干
の
摂

b
越
し
、
そ
の
他
出
て
が
り
を
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
う

-mK
つ
凶
て
は
一
般
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
で
き

る
だ
け
押
え
る
と
い
う
函
が
念
か
っ
た
。
と
の
面
に
つ
い
て
は
全
体
的
念
意

見
と
い
う
わ
け
K
い
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
役
会
計
か
ら
特
別
会
計
の
繰

り
入
れ

K
つ
い
て
は
非
常

K
慎
重
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
向
が

あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ず
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
そ
う
い
う
形
式
が
見
ら

れ
念
か
?
た
と
と
に
つ
い
て
若
干
残
念
に
思
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

委
員
'
長
の
報
告
の
中
に
も
あ
-り
ま
し
た
。

b
h
v
む
ね
特
別
委
員
会
の
審
議

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
了
承
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
ひ

と
つ
、
時
十
七
年
度
の
財
政
支
出
が
健
全
財
政
で
あ
り
、
か
つ
有
効
適
切
で

あ
る
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

と
の
よ
う
を
中
で
見
て
い
舌
『
ま
す
と
、
私
は
決
し
て
健
全
適
切
と
い
う
と
と

ば
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と

K
つ
い
て
も
疑
問
を
持
つ
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
ナ
。

む
し
ろ
、
非
常
に
地
方
財
政
が
圧
迫
さ
れ
苦
し
い
中
で
か
な

b
や
h
J
〈

b

-9-



算
段
を
し
て
市
の
関
係
の
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
ど
う
や
ら
当
初
予
算
を

あ
る
理
度
事
業
の
面
K
つ
い
て
も
大
き
念
嘉
故
と
い
う
ん
で
す
か
、
大
き
念

狂
い
も
念
〈
予
算
に
よ
う
や
〈
と
ぎ
つ
け
て
支
出
で
き
た
と
い
う
よ
う
念
、

む
し
ろ
そ
う
い
う
努
力
の
面
に
は
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ど
ざ
加
ま
す
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
ば
に
つ
い
て
、
私
は

そ
の
も
の
を
全
雨
的
K
脊
定
す
る
と
い
う
と
と
は
む
ず
か
し
い
。
解
沢
で
き

念
い
わ
け
で
ど
ぎ
凶
ま
す
。

そ
の
荷
K
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
令
そ
の
も
の
は
と
と
ほ
の
表
現
、
務
、員

会
の
中
の
そ
う
い
う
意
向
で
も
っ
て
方
向
が
出
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の

-mk
つ
い
て
伏
私
は
了
承
い
た
し
ま
寸
る
け
れ
ど
も
、
執

行
部
等
k
h
F
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
う
い
う
一
回
陀
つ
い
て
は
十
分
や
け
一
り
詞
曲附

さ
れ
て
が
る
と
思
い
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
。
上
に
立
っ
て
特
に
四
十
九
年

に
至
つ
て
は
資
源
不
足
に
よ
る
と
と
ろ
の
経
済
情
勢
も
非
常
在
る
苦
し
い
部

が
出
て
〈
る
と
患
い
ま
し
て
、
四
十
七
年
を
健
全
と
い
う
よ
う
念
形
の
中
で

も
っ
て
さ
ら
に
四
十
九
年
度
K
向
う
と
と
は
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
の
で

そ
の
点
に
つ
い
て
は
全
面
的

K
健
全
で
友
が
適
切
と
い
う
ば
か

b
で
は
念
い

と
い
う
ζ

と
で
、
議
員
。
中
陀
も
そ
う
い
う
函
陀
つ
加
て
は
双
手
を
あ
げ
て

と
い
う
と
と
で
な
く
て
、
か
念

-P
の
そ
う
い
う
含
み
を
持
ち
念
が
ら
、
あ
あ

い
う
と
と
ば
の
表
現
の
中
で
報
告
さ
れ
た
と
い
う
と
と
を
執
行
部
K
-沿
い
て

も
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
を
要
望
い
た
し
た
加
と
患
い
ま
す
。

決
算
に
つ
き
ま
し
て
、
先
ほ
ど
反
対
討
稀
が
乏
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
陀
つ
い

て
は
か
友
り
い
ろ
い
ろ
の
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
左
が
ら
、
予
鋒
に

対
ナ
る
決
算
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
私
は
そ
う
い
う
よ
う
左
努
力
の
あ
と
が

か
な

b
貝
ら
れ
て
む
し
ろ
御
苦
労
さ
主
で
あ
っ
た
と
い
う
函
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
商

K
つ
い
て
は
と
の
決
算
。
認
定

K
つ
い
て
は
、
私

も)
官

は
委
白
円
一
長
報
告
そ
の
も
の
令
-
今
い
い
ま
し
た
よ
う
念
意
見
は
持
ち
念
が
ら
も

私
は
簿
A

吸
い
た
し
た
い
と
い
う
ふ
う
陀
考
え
て
が
り
を
す
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
煮
)
州
に
常
時
間
ど
ぎ
凶
ま
せ
ん
か
。
!

と
認
め
主
ナ
。
討
輪
金
終
り
ま
す
。

討
論
念
し

採

2

・ι.、
、Je匂

0
議
畏
(
士
口
問
勇
治
問
索
)
と
れ
よ
り
採
決
を
行
な
い
ま
す
。
採
決
に
あ
た

り
宅
し
て
は
分
割
し
て
摂
決
い
た
し
世
す
。

ま
ず
懇
定
第
一
長
沼
知
内
十
七
年
修
二
代
会
計
決
鋒

K
つ
い
て
の
採
決
は

起
立
陀
よ
り
行
乏
い
ま
す
ふ

認
定
第
一
号

K
つ
い
て
D
委
員
-h

恨
の
報
告
は
認
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
委
員
長
。
輯
・
告
の
と
か
り
認
定
す
る
と
と

K
餐
成

の
諸
君
の
起
立
を
求
め
主
ナ
。

(
待
成
者
起
立
)

O
詩
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
前
立
多
数
で
あ
h
y
ま
す
。
ょ
ゥ
て
、
昭
和
四
十

七
年
度
一
般
会
計
決
算
は
察
白
'E

択
の
報
告
ど
な
り
認
定
す
る
と
と
に
決
し
ま

-10ー

し
た
。つ
い
で
、
認
定
第
二
号
国
民
健
寮
保
険
特
別
会
計
決
算
を
起
立
に
よ
り
採

決
い
た
し
ま
す
。

認
定
第
二
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
。
報
告
は
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
委
員
長
の
報
告
の
と

h
u
b
認
定
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸

君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
相
対
戒
者
起
立
)

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
昭
和
四
十



内

カ日

ー、. 

七
年
度
開
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
は
委
員
長
の
報
告
ど

b
b
認
定
す
る

と
と
K
決
し
を
し
た
。

つ
加
で
、
認
定
第
三
号
乃
至
第
七
号
各
特
別
会
計
決
算
を
起
立
陀
よ
り
採

決
い
た
し
ま
す
。

認
定
第
三
号
乃
至
第
七
晃

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
吐
い
ず
れ
も
認
定

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
委
員
長
。
報
告
の
と

b
p認
定

す
る
と
と
に
質
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
主
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

0
議
長
ハ
宮
間
勇
治
郎
君
〉
起
立
全
員
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
認
定
第
三

号
乃
至
第
七
号
の
特
別
会
計
決
算
は
い
ず
れ
も
委
員
長
の
報
舎
の
と
h
v
b
認

定
す
る
と
と

K
拍
択
し
ま
し
た
。

議

の

上

極

案

0
議
長
会
ロ
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
二
、
議
案
第
八
十
一
号
館
山
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
を
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

〈
書
記
朗
読
)

議
案
第
八
十
一
号
館
山
市
固
定
資
産
評
価
審
安
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
本
間
譲
君
登
境
)

O
市
長
(
本
間
譲
君
〉
館
山
市
開
定
資
産
錦
町
価
委
員
会
一
名
が
本
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
従
前
の
雰
員
で
あ
h
y
ま
す
鎗
石
伝
蔵
君

+ 

『. 

が
最
も
適
任
者
と
考
え
を
し
て
、
皆
さ
ま
方
の
御
了
承
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
以
上
。

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
説
明
が
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l

認
め
ま
す
。

御
質
疑
な
し
と

委

員

会

付

託

の

省

略

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
〉

hv
は
か

b
い
た
し
ま
す
。

本
実
を
委
員
会
付
託
並
び
に
討
論
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
す
る
と
と
に

御
異
議
ど
ざ
い
主
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
p
v

0
務
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
設
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

-11-

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

b

は
か

b
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
委
譲
蝿
と
を
勺
て
hv
り
ま
す
国
定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任
K
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
件
ぽ
、
と
れ
に
同
意
す
る
と
と
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ

ん
か
。

〈
「
異
鵠
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

藤
一理
押
術
審
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
は
、

と
と
に
決
し
・
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
固
定
資

ζ

れ
陀
同
意
す
る

議

察

の

上

程

0
議
長
〈
古
田
閏
勇
治
郎
君
〉

日
穂
第
三
、
議
案
第
八
十
二
回
肯
・
昭
和
凶
十
八
年



度
に
が
け
る
期
末
手
当
の
割
合
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
伊
陀
つ
い
て

を
議
開
閉
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
閉
菊
川
を
求
め
ま
す
。

(
参
記
朗
読
)

議
案
崎
県
八
十
二
号
昭
和
四
十
八
年
度
k
h
u
け
る
期
末
手
当
の
割
合
等
の

特
例

K
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議

採

の

内

容

説

明

O
議
長
(
古
口
田
勇
治
郎
君
〉
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

O
人
事
課
長
〈
小
沢
正
治
君
)
議
案
第
八
十
二
号

K
っ
き
空
し
て
仰
説
明
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
議
案

K
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
十
二
月
六
日

K
人
事
院
か
ら
国
会
及
び

内
閣
総
理
大
臣

K
対
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
k

b
け
る
期
末
手
当
の
支
給

の
特
例
楕
置

K
つ
い
て
の
意
見
の
申
し
入
れ
と
い
う
の
が
ど
ざ
い
ま
し
て
、

国
家
公
務
員
に
対
し
て
三
月
の
期
末
手
当
の

0
・
五
カ
月
分
の
中
か
ら

0
・

三
カ
月
を
十
二
月
期
に
繰
り
上
げ
て
支
給
す
る
と
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う

と
と
で
意
見
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
加
を
す
。

と
れ

K
基
づ
き
ま
し
て
、
国
家
公
務
局
'に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な

措
置
が
取
ら
れ
る
と
と
と
相
な
り
ま
し
て
、
そ
の
関
係
か
ら
地
方
公
務
員
に

つ
い
て
も
即
時
に
そ
の
よ
う
に
措
置
を
す
る
よ
う
と
い
う
通
知
が
ま
い
っ
た

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
と
で
、
と
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て
も
同

様
に
扱
う
よ
う
に
と
い
う
通
知
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
回
、
・
た
だ
い
ま
朗

読
い
た
し
ま
し
た
よ
う
友
条
例
を
上
海
一
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

総
括
的
犯
申
し
ま
す
と
、
現
在
、
昭
和
四
十
九
年
の
三
月
抑

K
0
・
五
カ

月
介
。
問
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
'る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち

0
・
三
カ
月
介
を
十
二
月
期
末
手
当
の
際
に
繰
り
上

げ
て
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

F

し
た
が
い
主
し
て
、
第
一
一
局
で
ほ
そ
の
関
係
を
う
た
っ
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、

終
り
上
げ
支
給
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
時
点
で
は
三
月
期
が
そ
れ
だ

け
マ
イ
ナ
ス
さ
れ
宅
し
て
、

0
・
二
カ
月
分
と
修
正
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。第
二
項
が
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
。
期
末
手
当
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
ば
一
般
肢
の
給
与
条
例
の
読
み
か
え
る
方
式
の
規
定
忙
な
う
て
か
り
ま

す
の
で
、
一
般
職
。
十
二
月
期
末
手
当
が
二
百
が
、
二
百
六
十
と
な
っ
て
が

り
ま
す
し
、
さ
ら
に
三
十
渇
加
さ
れ
立
す
の
で
、
と
れ
を
二
百
九
十
と
読
み

か
え
る
と
と

K
よ
り
ま
し
て
、
一
段
い
'
と
同
率
支
給
と
い
う
と
と
た
在
り
ま

-12ー

す。
第
三
項
は
、
教
育
慢
の
期
末
手
当
の
関
係
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
、

ζ

れ
は
一

険
職
の
給
与
の
例
た
走
ら
う
と
い
う
規
定
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
教
育
長

K

つ
い
て
は
そ
の
基
本
の
条
例
の
第
三
条
の
規
定

K
茶
づ
き
ま
し
て
、
と
の
特

例
条
例
の
第
一
項
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

第
四
項
が
、
議
員
の
期
末
手
当
で
ど
ざ
凶
ま
ナ
。
と
れ
は
独
自
の
率
を
規

定
し
て
が
り
ま
す
・の
で
、
と
と
で
い
う
百
分
の
瓦
十
と
い
う
の
は
三
月
期
の

期
末
手
当
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
二
百
六
十
を
二
百
九
十
と
す
る
の
が
十
二
月

の
期
末
手
当
の
率
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
よ
う

K
今
回

K
限
っ
て
改
め
る
と

い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
よ
う
念
措
置
を
取

内
て
ま
い
り
主
す
と
、
い
わ
ゆ
る

0
・
三
、

0
・

二
と
同
う
問
係
が
個
人
に
よ
っ
て
は
そ
の
ま
ま

0
・
三
、

0
・
二
で
三
月
期

の
支
衿
期
陀
つ

・
五
の
額
児
異
刊
が
生
じ
て
〈
る
場
合
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ

τ 

-. 



ー1 

い
ま
し
て
、
そ
れ
を
五
項
で
救
済
措
置
を
取
4

た
わ
け
で
ど
ざ
凶
ま
す
。
三

月
時
点
で
支
給
さ
れ
る

0
・
五
カ
月
分
は
確
保
さ
れ
る
と
い
う
関
係
で
ど
ざ

い
ま
す
。

と
れ
は
ど
う
い
う
場
合

K
起
き
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
一
月
一
自
に
昇
給

昇
格
を
し
た
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
か
ら
十
二
月
二
日
以
降

K
就
聡
し
た
場
合

あ
る
い
は
十
二
月
一
日
以
前
に
六
カ
月
の
期
間
が
満
で
左
ぐ
て
欠
け
て
が
っ

た
場
合
、

0
・
三
の
追
給
分
を

0
・
三
来
満
の
支
給

K
念
る
。
そ
の
差
傾
は

0
・
こ
を
オ

l
バ
す
る
期
末
手
当
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
そ
の
分
を

支
給
す
る
と
い
う
の
が
五
項
の
規
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。
議
員
'に

つ
い
て
は
発

生
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
般
職
の
場
合
、
常
勤
三
役
の
場
合
に
は
、
は
つ

・き
-D
と
出
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
措
置
を
い
わ
ゆ
る
第
五
頂
で
し

た
わ
け
で
ど
ぎ
凶
ま
す
。

第
六
項
が
、
十
二
月
二
日
以
後
に
新
た

K
採
用
さ
れ
た
も
の

K
つ
い
て
は

三
月
で
支
給
す
る
期
末
手
当

K
つ
い
て
は
と
の
特
例
の
適
用
は
し
を
い
と
い

う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

附
則
と
い
た
し
ま
し
て
、
第
二
項
で
、
現
在
主
で
支
給
食
済
ま
し
た
期
末

手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
慕
.
つ
い
て
支
給
さ
れ
た
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
増
傾
支
給
と
い
う

形
が
取
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
ま
で

K
支
給
し
た
分
は
内
払
い
と
み
な
す
と
い

う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

非
常
に
、
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
〉
説
明
が
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
頗
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
!

御
質
疑
念
し
と
認

め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

， 

+ 

‘ . 

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案

K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

れ
陀
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
り
〉

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
委
員
会

D
付
託
は
省
略
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

と
れ
よ
り
討
論
を
行
な
い
ま
す
。
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
ー

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終

b
ま
す
。

討
論
念

採

決

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
な
り
可
決
す
る

と
と
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」

と
呼
ぶ
者
あ

b
)

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
倒
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は

原
案
ど
》
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
会
司令L
は
と
れ

K
て
休
憩
と
し
、
午
後
一
時
開
会
と
い
た
し
ま
す
。

午

前

十

一

時

四

十

五

分

休

憩

午

後

一

時

七

分

再

開

0
却
班
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
午
後
の
出
席
議
員
数
二
十
三
名
、
休
懇
前

κ引

‘
昔
、
続
き
会
芽
比
を
聞
き
ま
す
。

-1 aー

請

願

書

Q) 

上

程

0
議
長
会
口
問
勇
治
時
君
)

る
請
願
需
を
議
穎
と
い
た
し
ま
す
。

(
容
智
朗
読
)

日
科
第
四
、
年
始
及
び
祝
日
配
達
廃
止
に
関
ナ



年
始
及

び
祝
日

F
逮
廃
止
に
関
す
る
請
願
書

請
調
書
の
趣
旨
説
明

。
議
長
(
士
円
伊
勇
治
郎
君
)

求
め
ま
す。

請
願
書
の
趣
旨
に
つ
い
て
紹
介
議
弓
'の
説
明
を

(一

九
蒋
議
員
島
野
茂
樹
郎
君
登
壇
)

0

一
九
呑

(島
野
茂
樹
郎
君
)
た
だ
同
ま
詰
問
題
と
左
り
ま
し
た
住
始
及
び
祝

目
配
達
廃
止
に
明
す
る
菊
田
附
K
つ
い

て
紹
介
誇
員
を
代
表
し
て
そ
の
器
官
円
を

御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
満
場
一
致
倒
採

択
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
な
府
い
申
し
上
げ
る
次
晴
円
で
あ
り
ま
す
。

諸
問
願
の
懲
己
回
一
は
、
今
ま
で
正
月
の
三
カ
日
も
祝
日
も
休
む
と
と
も
仏
〈
郵
便

を
配
達
し
て
き
た
郵
便
労
働
者

K
せ
め
て
正
月
。
二
日
と
三
白
、
そ
れ
に
祝

祭
日
に
は
人
並
み

K
休
む
と
と
を
利
用
者
の
皆
さ
ま

K
御
寮
問
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
と

h
F
h、
郵
使
事
捻
λ

如
何
政
府
専
業
と
し
て
始
ま
っ
た
の
代
明
治

四
年
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
創
業
以
来
百
年
余
を
経
過
を
凶
た
し
て

b
・p-雫
す
一。

郵
便
事
業
が
聞
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
発
展
向
上
に
大
き
を
役
割
を
果
し

て
き
た

と
と
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
庶
民
の
意
思
疎
通
の
手
殴
と
し
て
広
ぐ

刺
用
き
れ
、
郵
便
や
さ
ん
の
愛
称
を
も
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
と
と
ろ
で
あ

り
を
す
。

近
年
、
社
会
の
発
展
に
伴
い
郵
便
物
も
著
し
〈
増
加
し
て
安
川
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
住
度
に
は
四
十
八
億
五
千
五
百
亙
旭
、昭
和
四
十
二
年
度
に
は
百
億

通
を
突
破
を
凶
た
し
て
か
り
ま
す
。
そ
し
て
昨
位

、
何
十
七
位

攻

K
は
百
二

十
五
億
六
千
万
通
の
多
数

K
の
ほ

司
て
が
る
と
と
ろ
で
ど
ざ
い
ま
す
。
昭
和

三
十
年
を
一

O
Oと
い
た
し
ま
す
と
、
昭
和
四
十

二
年
昨
引
は
二

O
七
、
昨
年

の
内
十
七
位
度
は
二
五
八
と
い
ラ
激
増
ぷ
り
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一
方
、
郵
伊
労
働
者
。
数
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
昭
和
三
十
年
度
七
万
四
千

人
、
昭
和
四
十
二
年
度
K
は
十
一
万
七
千
八
百
人
、
昭
和
内
十
七
年
度
十
二

万
九
手
九
百
人
、
三
十
年

肢
を
一

0
0と
い
た
し
ま
す
と
、
昭
和
四
十
二
年

が
一
五
九
、
昭
和
四
十
七
年
度
一
七
五
と
増
加
は
い
た
し
て
が
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
郵
便
物
数
の
掛
川
加

K
は
追
い
つ
く
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

と
の
た
め
、
区
分
械
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
、
機
械
化
を
は
か
つ

て
ま
凶

り
空
し
た
が
、
事
業
、
の
性
格
か
ら
人
間
労
働
に
依
存
す
る
と
と
ろ
が
多
〈
、

特
に
呪
達
関
係
は
機
械
化
す
る
わ
け
陀
は
ま
凶
り
ま
せ
ん
。

百
均
一
便
物
の
激
始
、
入
手
不
足
、
境
遇
戦
争
と
い
わ
れ
る
中
で
危
険
に
さ
ら

さ
れ
念
が
ら
長
時
間
の
労
倒
を
余
体
4

は
ぐ
さ
れ
て
一
円
る
の
が
郵
便
労
併
者
の

'

実
態
で
あ
り
ま
す
。

郵
便
労
待
者
は
、
と
の
よ
う
左
労
働
条
件
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
の

一
っ
と
し
て
、
正
月
二
日
と
三
日
及
び
祝
日
の
郵
便
配
達
廃
止
の
運
動
を
進

め
て
き
た
と
と
ろ
で
あ
り
ま
寸
が
、
朝
日
新
聞
け
、と
。
運
動
に
つ
い
て
、
十

二
月
十
日
の
社
説
に
が
き
ま
し
て

「
全
逓
の
年
末
闘
争
に
望
む
」
と
題
し
ま

し
て
、
郵
政
当
局
。
労
務
政
策
に
苦
一
言
を
呈
す
る
と
と
も

K
「
儀
礼
的
な
年

賀
状
の
た
め
陀
郵
政
職
白
が
正
月
三
日
間
、
寒
風
の
も
と
で
働
き
続
け
な
け

れ
ば
同
け
も
叫
い
と
は
思
わ
な
い
。
正
月
二
日
、
一
一
一
日
は
人
間
ら
し
〈
休
ん
で

も
ら
う
と
と
に
世
間
も
田
持
者
は
左
い
だ
ろ
う
。

」
と
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
て

正
月
二
日
、
三
日
。
記
建
廃
止
陀
替
意
を
表
し
て
な
'
り
ま
す
。

ち
な
み
に

、
館
山
郵
便
局
の
昭
和

問
十
八
年
正
月
に
が
け
る
年
賀
は
が
き

の
配
達
状
況
に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
取

b
板
山
山
総
数

八
十
万
同
千
通
、
そ
の
う
ち
正
月
一
日
に
配
達
さ
れ
た
も
の
は
六
十

二
万
三

ヰ
海
、
二
日
に
は
二
万
千
瓦
百
通
、
三
日
が

二
万
八
百
尚
一
、
そ
う
し
て
四
日

-14ー



も
同
数
の
二
万
八
百
通
と
な
っ
て
会
り
ま
す
。
全
体
の
八

otp近
〈
が
元
日

に
集
中
し
て
が
り
ま
す
。
二
日
と
三
日
を
休
ん
だ
と
し
た
場
合
、
約
四
万
通

全
体
の
五
%
が
四
日
に
ま
わ
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

十
二
月
一
日
の
と
れ
も
朝
日
新
聞
の
天
声
人
需
で
ど
ざ
い
ま
す
が
「
卦
と

そ
気
分
の
う
ち
は
年
賀
状
を
毎
日
ほ
し
い
と
思
う
の
は
人
情
だ
が
、
そ
の
た

め
K
三
カ
臼
ま
で
働
い
て
も
ら
う
必
要
は
あ
る
ま
い
」
と
う
い
う
記
事
を
の

せ
ま
し
て
理
解
を
示
し
で
が
る
と
と
ろ
で
ど
ざ
い
ま
す
0
4

激
増
し
た
郵
便
物
の
八
O
%
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
企
業
か

ら
大
量

K
出
す
郵
便
物
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他
省
庁
関
係

の
も
の
も
含
め

て
八
O
%
、
残

b
の
二
O
%
が
家
庭
か
ら
家
庭
と
い
い
空
し
よ
う
か
。
そ
う

い
う
郵
便
と
凶
わ
れ
て
な
り
ま
す
。

と
の
頃
は
、
企
業
も
祝
日
休
む
と
と
ろ
が
た
い
へ
ん
多
〈
を
4

て
ま
い
り

ま
し
た
。
官
庁
は
も
と
よ
り
で
ど
ざ
い
ま
す
-
。
視
日
の
配
達
を
廃
止
し
て
も

速
達
を
ど
は
従
来
ど
が
り
配
業
し
て
が
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
利
用
者

K
大
き
な
御
不
便
を
か
け
る
と
い
う
と
と
は
念
い
と
思
い
主
す
。

昭
和
四
十
四
年
六
月

K
は
日
曜
配
達
廃
止
に
つ
い
て
の
誇
願
を
制
採
択
い

た
だ
き
、
長
年
の
悲
願
が
か
な
え
ら
れ
、
皆
さ
ま
の
御
支
援
と
桐
協
力
た
感

謝
聞
い
た
し
て
な
る
と
と
ろ
で
は
あ
h
y
ま
す
が
、
さ
ら
K
一
歩
を
准
一
め
て
創
業

以
来
百
年

K
わ
た
っ
て
正
月
。
三
カ
日
も
祝
祭
日
も
一
日
と
し
て
休
み
な
〈

配
達
を
続
け
て
き
た
郵
便
労
働
者
の
せ
め
て
正
戸
の
二
日
、
三
日
、
司
祭
日

に
は
人
並
み
に
休
み
、
夢
の
あ
る
生
活
を
営
み
た
い
と
い
う
切
な
ゐ
賄
い
に

重
ね
て
皆
き
ま
方
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
し
、

ζ

の
請
願
を
満
場
一
致
で
抑
採

択
く
だ
さ
い
ま
す
と
と
を
心
か
ら
会
願
加
申
し
上
げ
ま
し
て
、
冊
減
旨
の
説
明

と
凶
た
し
ま
す
。

O
議
-
公
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉

四

r: 
，力F

本
案
に
対
す
る
質
疑
を
求
め
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i

質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

と
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

0
1

し
と
認
め
ま
す
。

討
論
な

採

決

つ
議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
詩
開
露
首
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
す
る
と
と
に
制
異
詩
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
強
引
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O

一
一
校
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
詩
阪
は

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請

頴

醤

。
上

程

0
諜
-

b

r

(

士
口
問
勇
治
郎
君
)
日
寝
第
五
、

替
を
謀
略
と
い
た
し
ま
す
υ

説
明
開
帯
の
朗
読
を
府
い
ま
す
。

(
当
記
朗
読
)

日
常
生
活
必
需
品
の
時
間
俣
の
祈
願
者

日
常
生
活
必
需
品
の
確
保
の
請
願

請
鳳
容
の
趣
旨
説
明

。
誇
一
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ま
す
。

訪
願
趣
旨

K
つ
い
て
紹
介
該
当
'
の
説
明
を
求
め

以
上
で
説
明
を
終
り
ま
す
。

(
九
務
議
員
辻
田
実
君
登
壇
)

υ
九
務
へ
辻
田
実
君
)
た
だ
同
支
議
開
と
な
り
ま
し
た
日
常
生
活
必
需
品

の
確
保
の
誇
閥
幹
の
謁
u
q
説
明
金
い
よ
て
し
守
ム
J

。

4 

仕事
質
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最
近
に
左
り
ま
し
て
、
日
常
生
活
必
需
品
の
中
で
特
た
紙
、
砂
崎
相
、
洗
剤

等
が
不
足
い
た
し
ま
し
て
非
常

K
因
っ
た
現
象
が
出
て
き
て
な
り
主
す
。
と

れ
ら
の
品
吻
は
ど
れ
一
つ
欠
い
て
も
日
常
生
活
に
大
き
左
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
ど
ぎ
凶
ま
す
。
ど
く
最
近

K
念
り
ま
し
て
、
紙
、
砂
糖
、
洗
剤
等
も
底

頭
に
出
回
わ
る
よ
う

K
な
っ
て
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
ほ

ん
の
二
、
三
カ
月
前
の
値
段
の
ニ
比
四
、
物

K
よ
っ
て
は
三
倍
近
く
陀
も
な
っ

て
か
る
と
い
う
、
と
う
い
う
状
況
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
う
い
う
状
熊
で
今
、

市
民
も
非
常
民
図
っ
て
hv
る
と
と
も
に
、
と
れ
か
ら
先
非
常
陀
不
安
を
い
だ

い
て
か
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
う
し
た
状
況
の
中
に
な
い
て
、
と
う
し
た
品
物
が
ど
う
し
て
確
保
さ
れ

念
い
か
と
い
う
点

K
っ
き
交
し
て
は
、

b

h

f

む
ね
中
開
業
者
と
い
い
を
す
か

大
資
本
と
い
う
ん
で
す
か
、
そ
う
い
う
と
と
ろ

η
売
り
惜
し
み

K
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
と
と
が
は
司
き
り
さ
れ
て
き
て
か
ゐ
ょ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
政
府

K
な
き
ま
し
で
も
通
産
大
臣
や
大
成
大
臣
は
と

う
し
た
砂
糖
と
か
、
紙
そ
う
い
う
も
の
は
ち
宇
ん
と
計
繭
的

K
生
産
し
て
そ

し
て
供
給
さ
れ
て
な
る
は
ず
な
ん
だ
。
し
か
し
念
が
ら
、
現
雰
に
は
わ
れ
わ

れ
消
費
者
の
と
と
ろ
ま
で
は
い
っ
て
友
い
と
い
う
、
と
う
い
う
現
象
が
自
の

前
に
現
実
の
問
題
と
し
て
あ
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。

し
た
が
加
ま
し
て
、
と
れ
は
確
か
に
生
産
は
前
年
の
も
の
は
礎
保
さ
れ
て

必
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
伸
び
率
は
前
年
陀
比
べ
て

少
し
は
伸
び
て
が
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
と
の
よ
う
陀
不
足
し
て
が
る
原

因
が
流
通
過
程
の
中

K
あ
っ
て
買
い
占
め
、
そ
内
ノ
凶
う
よ
う
な
と
と
が
い
わ

れ
て
か
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

ζ

れ
ら
の
ロ
m.物
K
つ
い
て
館
山
市
の

流
通
過
割
引
の
凶
ろ
い
ろ
念
調
査
、
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
と
の
流
れ
が
ス
ム
ー

ス
に
い
〈
走
ら
ば
、
政
府
が
国
会
の
中
で
も
答
弁
し
て
が
り
ま
し
た
よ
う

K
、

日

口
問
物
は

m-
保
し
て
生
産
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
、
と
れ
ら
の
も
の
も
底
頭
陀
十
分
出
回
わ
る
ん
じ
宇
念
い
か
と
い
う
と
と

も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
う
し
た
百
花
つ
い
て
、
や
は
り
地
方
自
治
体
に
な
凶
て
実
態
を
調
査
し

て
市
民

K
明
ら
か
陀
す
る
と
と
が
非
常

K
市
民
生
活
の
安
定
に
つ
い
て
大
切

な
と
と
だ
と
同
う
ふ
う
に
考
え
て
が
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
趣
旨
が
と
と
に

感
ら
れ
て
hv
る
と
思
い
ま
す
。

灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ガ
ス
に
つ
凶
て
も
同
様
で
ど
ざ
い
ま
す
。
特
花
、
と

の
二
、
三
日
来
漁
船
の
重
油
が
左
く
て
操
業
に
も
出
ら
れ
な
凶
と
凶
う
の
が

各
地
に
出
て
き
て
な
り
ま
や
。

私
も
昨
日
、
船
形
の
漁
協
陀
行
き
ま
し
た
ら
、
船
形
で
は
ま
だ
直
接
的
に

は
出
て
が
ら
念
い
け
れ
ど
も
、
も
う
そ
う
在
る
だ
ろ
う
と
い
う
寸
前
ま
で
き

て
が
る
の
が
事
実
だ
ろ
う
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
し
た
。

農
協
伊
係
は
よ
く
わ
か
り
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
新
聞
、
テ
レ
ピ
等
を
見
を

す
る
と
、
農
業
用
の
重
油
が
念
〈
て
い
ろ
ん
念
団
地
野
菜
で
す
か
、
保
温
が

き
か
も
仏
〈
て
、
混
室
保
担
岡
が
き
か
な
く
て
被
害
が
各
地

K
出
て

b
る
と
い
う

と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
う
し
た
問
題

K
つ
い
て
も
同
じ
〈
流
通
機
構

を
調
査
さ
れ
ま
し
て
、
被
保

K
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
念
い
ん
じ
ゃ

友
い
か
と
い
う
と
と
が
と
と
に
出
て
が
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

特
に
、
三
悉
目
と
し
て
セ
メ
ン
ト
、
木
材
、
鉄
鋼

K
つ
凶
て
は
非
常
に
品

不
足
で
大
工
さ
ん
等
、
家
を
建
て
る
に
し
て
も
と
て
も
見
通
し
が
た
た
な
い

と
同
う
状
況
で
も
っ
て
、
商
売
も
で
き
左
い
と
い
う
と
と
が
各
地

K
出
て
b

-16ー

h
J
ま
す
。

勤
労
者
の
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、

と
と
半
年
ぐ
ら
い
の
問

K
ほ
と
ん
ど

住
宅
ロ

l
ン
等
の
金
融
嶋
崎
関
か
ら
の
借
り
受
け
が
全
〈
で
き
な
い
状
態
で
も



五
外

カE

っ
て
因
っ
て
h
u
り
ま
す
。
と
も
に
、
と
の
一
年
ぐ
ら
い
簡
を
で
は
貯
金
を
し

た
り
と
同
う
と
と
で
い
ろ
い
ろ
と
貯
金
を
し
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と

ζ

五
固
に
わ
た
る
と
と
ろ
の
公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
去
年
ま
で
定

期
貯
金
が
四
分
ニ
底
か
ら
四
分
五
厘
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
に
念
、
り

ま
す
と
、

一
年
も
の
で
六
介
と
い
う
よ
う
左
と
と
で
前

K
貯
金
し
た
と
と
は

え
ら
い
損
を
し
て
し
ま
司
た
。

と
う
い
う
問
題
が
現
実
に
出
て
き
『
て
が
る
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

二
、
三
日
前
に
千
葉
に
行
き
ま
し
た
ら
、
半
年
も
の
の
ボ
ー
ナ
ス
貯
金
を

し
た
も
の

K
つ
い
て
は
、
必
年
玉
っ
き
と
か
い
う
と
と
で
も
っ
て

0
・
五
%

の
利
息
の
う
わ
頼
み
を
し
て
貯
金
の
奨
伊
を
し
て
訟
る
と
い
う
ふ
う
在
と
と

ろ
が
何
カ
所
か
看
板
が
出
て
が
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
の
を
見
た
わ
け
で
ど

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
と

K
よ
っ
て
貯
金
に
対
す
る
感
覚
が
蔀

れ
て
し
ま

う
と
、
非
常
に
混
乱
を
す
る
し
、
む
し
ろ
貯
金
す
る
よ

b
も
買
っ

た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
と
と
で
買
い
だ
め
を
し
ま
す
と
、
さ
ら
陀
一
そ
う
品

不
足
が
進
む
と
い
う
ふ
う
陀
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
う
し
た
と
と
ろ
の
貯
金

K
対
す
る
と
と
ろ
の
利
子
、
そ
の
納
に
対
す
る

と
と
ろ
の
救
済
制
度
と
い
う
よ
う
念
も
の
も
考
え
て
い
〈
よ
う
な
方
向
で
討

議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

公
共
料
金
の
俺
上
げ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
企
業
体
等
の
事
情

等
も
あ
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
現
在
の
と
の
よ
う
に
物
侭
上
昇
の
が
り
に
な

い
て
公
共
料
金
を
上
げ
る
と
い
う
と
と
段
、
そ
の
ま
全
料
金
の
偲
上
げ
、
物

価
の
上
昇
を
認
め
ゐ
と
と
w
ん
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
波
紋
と
い
う
も
の
は

非
常
陀
大
き
〈
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
公
共
企
業
に
か
い
て
は
当

一
例
全
面
的
に
公
共
料
金
の
値
上
げ
と
い
う
も
の
を
中
止
す
る
方
向
で
税
引
い
て

い
た
だ
〈
と
い
う
と
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
を
し
て
、

と

う

+ 

い
う
よ
う
念
趣
旨
の
感
ら
れ
た
請
願
で
ど
ざ
同
ま
し
て
、
も
と
よ
h
y

、
ζ

う

い
う
と
と
は
中
央
政
府
並
び
に
地
方
自
治
体
k

b
い
て
も
や
は
り
安
定
さ
し

て
い

f
と
と
が
妥
当
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
b
り
ま
す
。

幸
い
、
現
在
、
同
陀
な
い
て
は
生
活
安
定
緊
急
措
霞
法
案
並
び

K
石
油
需

給
適
正
化
法
案
と
い
う
も
の
が
提
案
さ
れ
ま
し
て、

超
党
派
で
日
曜
も
返
上

し
て
今
、
私
が
説
明
し
ま
し
た
よ
う
念
内
容
に
つ
い
て
安
定
、
適
正
流
通
を

ほ
か
ろ
う
と
い
う
と
と
で
審
議
中
で
ど
ざ
凶
ま
す
。
各
党

κ対
し
て
と
の
見

解
に
つ
い
て
若
干
の
違
い
は
あ
司
て
も
と
と

K
盛
ら
れ
て
-P
る
と
と
ろ
の
五

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
早
急

K
{女
定
さ
せ
よ
う
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
》
る

よ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
れ
ら
と
合
わ
せ
て
館
山
市

k

b
い
て
も
と

う

し
た
内
答
の
安
定
と
取
り
組
む
施
策
で
す
か
、
と
と
が
、
市
民
の
生
活
の
安

定

K
徐
び
つ

ぐ
も
の
と
思
う
と
と
も
に
、
請
願
者
の

人
々

は
と
う
し
た
も
の

に
対
す
る
異
常
在
る
不
安
を
持
っ
て
が
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で、

そ
う

し
た
も
の
の
解
消
の
方
向
に
と
た
え
て

い
ぐ
よ
う
に
し
て
い
〈
と
と
が
地
方

自
治
体

k

b
い
て
も
賢
明
左
と
と
だ
と
芳
え
ま
し
て
、
請
願
の
趣
旨
K
そ
同

室
し
て
、
皆
さ
ま
方
。
賛
同
を
い
た
だ
い
て
御
採
択
い
た
だ
き
ま
す
と
と
を

沿
願
加
申
し
上
げ
ま
し
て
、
趣
旨
説
明

K
か
え
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O

議
長

(士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
説
明
は
終
り
ま
す
。

本
案

K
対
す
る
制
質
疑
を
求
め
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
を
せ
ん
か
。
ー

御
明
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

と
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
ー

と
認
め
ま
す
。採

決

と
れ
よ
り
本
請
願
書
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

O

誇
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

-17ー

討
論
な
し



本
諸
問
願

ん
か
。

を
採
択
す
べ
き
も
匂
と
決
し
ま
す
と
と
に
御
異
許
ど
ざ
い
ま
せ

(
「
呉
議
念
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
り
)

O
一
一
部
長
(
士
口
伊
安
治
郎
君
)
御
異
需
念
し
と
認
め
ま
す
。

警
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

よ
勺
て
、
本
譜
願

日

程

追

カ日

の

O
説
日
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
誇
新
に
関

速
い
た
し
ま
し
て
、
談
会
運
営
協
議
会
の
各
位
エ
h
ノ
意
見
容
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。と
の
際
、
本
意
見
警
察
を
日
穫
に
追
加
し
、
直
ち
に
議
顎
と
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

〈
「
異
唱
む
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

追
加
し
、
議
懸
と
す
る
と
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

民t

付

議

哀

の

意
見
替
案
を
配
付
加
た
さ
せ
ま
す
。

。 。
れ議議
念長 長

し"....... "....... 
と士 士ロロ

認問(閉
め・勇議勇
主治実治
す郎m'.郎
。君付君
、../、../ '--" 

配
付
漏
れ
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
ー

E義

の

上

事呈

宗

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

朗
読
を
府
い
ま
す
。

意
見
事
案
を
議
開
閉
と
い
た
し
ま
す
。

日

L 

可

日
程
一
に

配
付
源

(
脅
割
引
朗
読
)

発
議
出
子
第
六
号
物
価
安
定
・
生
活
必
需
品
確
保
に
関
す
る
意
見
舎
に
つ

い
て

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
提
出
者
。
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
二
四
番
議
員
商
村
真
次
君
登
壇
)

0

二
四
苓
(
西
村
真
次
君
)
た
だ
い
ま
誤
簡
と
な
り
ま
し
た
発
議
案
第
六
号

物
価
安
官
・
生
活
必
需
品
確
保
K
関
す
る
意
見
書
案
陀
つ
き
ま
し
て
提
案
理

由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
察
は
、
先
ほ
ど
採
択
と
な
り
ま
し
た
請
願
書

K
関
速
い
た
し
ま
し
て
提

案
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
最
近

k
h
v
き
ま
す
物
価
の
高
騰
K
加
え
て

生
活
必
需
品
の
不
足
は
、
市
民
生
活
に
多
大
左
影
努
を
与
え
、
ま
す
ま
す
そ

の
深
刻
度
を
増
し
て
が
り
ま
す
と
と
は
、
御
承
知
の
と
な
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
国
会
に
か
き
ま
し
て
は
、
石
油
関
連
ニ
法
案
が
審
議
さ
れ
て

h
v
h

政
府
に
な
い
て
も
積
核
的
念
姿
効
が
う
か
が
わ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
が

物
価
安
定
と
い
い
、
あ
る
い
は
生
活
必
需
品
の
確
保
と
川
引
い
、
い
ず
れ
も
一

地
方
公
共
団
体
と
し
て
は
な
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
た
や
す
〈
解
決
で
き

る
問
題
で
は
あ
h
J
ま
せ
ん
の
で
、

ζ

の
際
、
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

関
係
各
行
政
庁

K
意
向
ヌ
警
を
提
出
い
た
し
、
切
実
な
国
民
の
声
を
訴
え
る
と

と
が
時
宜

K
摘
す
る
も
の
と
芳
え
ま
し
て
、
会
手
も
と

K
配
付
の
と
な
り
、

七
名
の
賛
成
考
を
得
を
し
て
本
出
会
を
提
案
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

満
場
の
御
賛
同
を
た
さ
わ
り
ま
す
よ
う
必
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
提
案
理

由
の
説
明
と
い
た
し
4
4
す。

O
議
長
(
吉
田
完
治
郎
君
)

説
明
は
終
り
ま
し
た
。
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五
肉
一

カE

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
!

認
め
ま
す
。

御
何
度
念
し
と

委

員
会
付
託

の
'省
山
崎

O
詩
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)

な
ば
か
り
い
た
し
交
す
c

本
案

K
つ
同
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
に
討
論
を
省
略
し
、
採
決
寸
る
と

と
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)
御
呉
持
念
し
と
持
ち
立
す
。

採

決

0
議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど

hv-P
可
決
す
る
と
と
陀
御
呉
誤
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
り
)

O
議
長

(古
口
問
勇
治
郎
君
)

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は

原
案
ど
な
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

閉

会

午
後

一
時
四
十
四
分
閉
会

O
議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

な
ば
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
定
例
会

K
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
す
べ

て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ

て
、
会
議
規
則
第
七
条
の
規
定

K
よ
り
本
日
を
も
っ
て
第
四
回
市
議
会

7
例

会
を
閉
会
い
え
し
ま
す
と
と
淀
御
異
議
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

(「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
お
り
)

O

議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
定
例
会

は
と
れ
に
て
閉
会
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

0
本
円
の
会
議
陀
付
し
た
事
件

一
、
認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七
号

一
、
議
案
第
八
十

一
号
、
議
案
第
八
十
二
号

一
、
詩
願
書

一
、
誇
願
書

一
、
臼
稗
一追
加

・
発
許
究
第
六
号

仙
川
-
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
墳
の
4

竺
モ
陀
よ
り
著
名
す
る
。

館
山
花
議
会
許
員

斗忘

れん
p民総~~

記
事
会
設
長

fmw

館
山
市
務
会
議
員
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